
難民移住者と日本人スタッフとが 

一緒に作業にお伺いします 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 

Vol. 
97

21 
社会活動センター・シナピスは平和を実現する使命に向けて生きる人びとを応援します 

2024. 6 

年間テーマ ～あきらめない 平和への道を ともに～   

◆広報活動  
 ・教皇メッセージ、司教団メッセージ等 
  社会活動の指針の伝達 
 ・読者と教会内外の社会活動をつなぐ 

機関誌としてシナピスニュースを発行   
◆大阪高松教区・社会活動委員会との連携 
◆学習会研修会の企画 
◆こども基金 
 世界・日本のこどもたちへの援助 
◆日本カトリック司教協議会との連携 
 正義と平和協議会、難民移住移動者委員会、 

カリタス、部落差別人権委員会に委員を派遣 
◆人権教育の講師を務めるなど教育機関への 

働きかけ 
◆難民移住移動者支援 
 難民移住移動者の暮らしやすい社会を目指して 
  難民移住移動者 相談ダイヤル 
    ☎ 06-6941-4999 

〒540-0004 大阪市中央区玉造 2-24-22 
カトリック大阪高松大司教区事務局内 

アクセス 

●公共交通機関ご利用の場合 

JR 森ノ宮駅より 約 1000m 

地下鉄中央線森ノ宮 2 番出口より  約 800m 

JR 玉造駅より  約 1000m 

地下鉄長堀鶴見緑地線玉造 1 番出口より約 800m 

●車でお越しの場合  

阪神高速１３号東大阪線法円坂出口  

法円坂交差点南へ上町を東へ 

活動へのご支援ご協力をおねがいします 
□郵便振替 00960-7-61419 

加入者名 カトリック大阪大司教区シナピス 
□三井住友銀行 玉造支店 普通 9401958 
 カトリック大阪大司教区 シナピス 
 代表役員 前田万葉 
□オンラインはこちら ➡➡➡ 
    

▽▲▽ シナピスの主な活動 ▽▲▽ 

今号の巻頭言では、障害者のための合理的配慮ととも
に、さまざまな差別的扱いを解消するような福音的配
慮について書かれています。そんな配慮を実現するに
は、誰が困難な思いを強いられているのかに気づく力
とともに、当事者を巻き込んだ対話が求められるので
しょう。 
物理学者のデヴィッド・ボームは著書『ダイアローグ』
のなかで、対話をレーザー光線に例えています。通常
の光線はバラバラな方向に拡散し、強い力になりませ
ん。しかし方向性をそろえてレーザー光線にすると、
莫大な強さを発揮することができます。私たちも考え
方はバラバラで、対立したり相手を説き伏せようとし
たりで、意見を一致させることは難しいものです。「ど
こまで配慮すればいいのか」「そんな予算はあるのか」
など、対立を煽る要因には事欠きません。しかし腹を
割って話しあい、合意できそうな方向性が明らかにな
ってくると、レーザー光線と同じように驚異的な力が
生まれるということです。 
キリスト者である私たちの対話の基盤は、「キリスト
ならどうするだろう」という視点でしょうか。対話が
続かなかったり、混乱したりしたとき、こんな視点で
対話の方向性を見出してみたいものです。 

あとがき 

 HP はこちらから 

https://sinapis.osaka.catholic.jp/ 
 

        

 

 

沖縄の山田圭吾さんが送ってくださった、平和祈念公園（沖縄県糸満市）の「平和の火」の写真。 

「平和の礎（いしじ）」に囲まれた広場に建てられ、6 月 23 日の慰霊の日には火が灯されます。 

お 庭 の 草 抜 き な ど 「 力 仕 事 」 を 

シ ナ ピ ス に ご 用 命 く だ さ い ！ 
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